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1,本書は平成 7年 9月 26日 ～10月 5日 まで発掘調査を行った、クロスロード開発株式会社の宅

地造成に伴う埋蔵文化財調査報告書である。

2,発掘調査は佐久市教育委員会埋蔵文化財課が担当した。

3,本書は森泉かよ子が編集 。執筆した。

4,本遺跡の出土遺物は佐久市教育委員会の責任下に保存されている。

1,遺構の略称は次のとおりである。

H―竪穴住居址,F一掘立柱建物址,D一土坑,P― ピット

2,挿図の縮尺は次のとおりである。

竪穴住居址 。掘立柱建物址 。土坑実測図 1/80,カ マ ド実測図 1/40,遺物実測図 1/4

を基本とし、異なる場合は図に明記してある。

3,挿図中におけるスクリーントーンは以下のことを表す。

遺構 地山断面―斜線,焼土一砂目,柱痕―砂目極細,粘土―点

遺物 土器器面の黒色処理一点,須恵器断面―黒色,灰釉陶器一砂目極細

4,遺構図の海抜標高は各遺構ごとに統一し、水糸標高を「標高」として示した。

5,土層 。土器の色調は、1988年 『新版標準土色帖』に基づいた。
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一弗 発掘調査の経緯

第 1節  発 掘 調 査 に至 る動 機

佐久市の北部に芝宮遺跡群がある。古墳時代から平安時代にかけての大集落が台地上に展開し

ていることが上信越自動車道や市道 4号線 (曽根線)の改良工事等によつて明らかになってきた。

今回、クロスロード開発株式会社による宅地造成が当地に計画され、試掘調査の結果遺構が検出

された。協議により、埋土により保存可能なところは埋土保存することとし、破壊を余儀なくさ

れる道路部分のみ調査することとなった。

第 2節 調査の概要

遺 跡 名 。…。上芝宮 (かみしばみや)遺跡V(略称NSKV)

所 在 地 …・:佐久市大字長土呂上芝宮 779-1・ 778-2

開発主体者 ……クロスロード開発株式会社

開発事業名・…。宅地造成

調 査 期 間 ……平成 7年 9月 26日 ～10月 5日

調 査 面 積 ……約 300ピ
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第1図 上芝宮遺跡V地区発掘区設定図(1:5000)
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第 3節  調 査 組 織

発掘調査受託者 教育長 大井 季夫 (6月 退任)依田 英夫 (7月 就任)

(事務局)

教 育 次 長  市り|1源

埋蔵文化財課課長   戸塚 満

管 理 係 長   谷津 恭子

管  理  係   田村 和広

埋蔵文化財係長   大塚 達夫

埋 蔵文化財係   林  幸彦 三石 宗一 須藤 隆司 小林 真寿 羽毛田卓也

冨沢 一明 上原 学

調 査 担 当   森泉かよ子

調  査  員   小幡 弘子 小林 立江 林 美智子 柳沢千賀子 山崎 直

第 4節  調査 日誌

平成 7年 9月 26日 ～29日 (火～金)機 材搬入。発掘調査に入る。遺構の検出作業を開始。

4日 間でHl・ Fl・ F2の調査を終える。

10月 2日 (月 ) 雨の確率高 く現場中止。

10月 3日 ～5日 (火～水) H2・ 単独ピットの調査、全体清掃を行い終了する。

Hl住は覆土が浅 く、床面がはっきりせず悩み、H2住 は半域が調査区外のためカマ ドの調査

の際は狭 く、身をよじりながらの調査であった。しかし、少人数 。短期間で大いに奮闘した。

平成 8年 1月 ～3月 室内にて土器洗い(注記、復元、実測、 トレース等を行い、報告書を干J行。

一弗 遺跡の環境

本遺跡は浅間山山麓の末端に当たり、その浅間山の噴出物である浅間第一軽石流の堆積地域で

あり、浸食による田切 り地形が発達した地域である。台地上にはそれぞれ集落が展開されている。

田切 りを隔てて、北西には周防畑遺跡群 (弥生から平安時代 )、 南には長土呂遺跡群があり (聖

原遺跡では古墳から平安時代の950棟以上の竪穴住居址 。850棟以上の掘立柱建物址が検出されて

いる。)、 ここ芝宮遺跡群 (上信越自動車道路の調査で古墳から平安時代の集落が検出されている。)

を含め大集落がこの一帯にあることがわかってきてぃる。古墳時代から平安時代に集落を形成し、

そして畑地に戻ってしまったこの集落の生計は何であったか。何を生業としたか、開発が集中し

ている地域であり、調査によりその結果のでるのも間近であろう。

土早
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●上芝宮遺跡V地区 1芝宮遺跡群 2長土呂遺跡群 3枇杷坂遺跡群 4周防畑遺跡群

5鋳師屋遺跡群 6中金井遺跡群 7曽根城遺跡 8跡坂遺跡群 9栗毛坂遺跡群

10曽根新城遺跡 11上久保田向遺跡 12西曽根遺跡

第 2図上芝宮遺跡V地区位置図 。周辺遺跡分布図 (1:50,000)国 土地理院地形図より

第 Ⅲ章 基本層序

ヽ
′、ハ
＝

第 I層 黒褐色土層 (loYR2/2)耕 作土

第Ⅱ層 黒色土層 (10YR2/1)ロ ーム粒子 。～ 5 cm大のパミス含む。

第Ⅲ層 黒色土層 (10YRl.7/1)ロ ーム粒子・～ 3 nlnl大 の細かいパ

ミス含む。

第Ⅳ層 黒褐色土層 (10YR2/3)ロ ーム粒子多 く、

～ 5 cm大のパミス多 く含む。

第V層 黄褐色土層 (10YR5/6)浅 間第下軽石流。～ 5 cm大のパミ

スを含む。所々、浅黄燈色土層 (10YR8/4)の 粘性土土層

もある。

遺構が構築されていたのは第Ⅲ層黒色土層からであるが、検出可

能であったのは第Ⅳ層黒褐色土層面である。第 3図 基本層序模式図
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第Ⅳ章 遺構と遺物

第 4図 上芝宮遺跡 V地区全体レ|・ 試掘調査プラン確認図

検出遺構 竪穴住居址   2棟

(平安時代 )

掘立柱建物址  2棟

土  坑    2基

単独ピット   214日

1.上芝宮遺跡 V地区全景 (北 より)
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試掘調査では、今回の宅地造成地点から他に7棟の堅穴住居址と掘立柱建物址と10基 の土坑が

検出されている。竪穴住居力Lは古墳から平安時代の土器がみられ、集落が東に延びていることが

確認された。

2.上芝宮遺跡V ttlX全景 (西 より)

3.上芝宮遺跡V ttEX全景 (南 より)
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1)Hl号 住居址

遺構

調査区は全体に南東に傾斜 し、その南東隅でもっとも低地あたる南端のBい -9グ リットにある。

検出時に削平 してしまったため、床面は北側にわずかに残るのみで、壁残高は 0～ 7 cmと 浅い。

したがって掘 り方まで下げて住居址の規模が確認できた。北東隅においても、床面の残 りが悪 く

新旧関係はやや曖味だがDl号土坑に切られる。東壁にカマ ドがあり、主軸方位はN66° 一Eを

測る。

Hl L層 討t明

1黒掲色 L層 (7 5YR3/2'焼 土粒 F にぶい褐色

(75YR5″ )粘上粒子含む.

2H音褐色十層 (loYR3/3)ロ ーム粒 子多 く含む。

3黒 暢色上層 (loYR2ノ 3)黒 色十 細かいローノ、

プロ ノク含む。

4黒 褐色 L層 (loYR2β )ロ ーム粒子 パ ミス含

も。

5黒褐色十層 (loYR2ρ )細 かい J― ムプロ ック

パ ミス 黒色上多 く含む.(1占 り床 )

6褐色土層 (loYR474)ロ ー′、粒子多 く含む.

7暗 褐色上|](loYR3μ )ロ ーノ、プロック含む .

8黒 l.1色土層 (loYR2/3)ロ ーム粒
「

 バ ミス含

む.

9黄 褐色土層 (loYR5ん )ロ ー′、主体 ところど

ころ黒色 1:含む.

10暗 褐色土層 (loYR3ハ )ロ ーノ、l_子 多 く含む

11黒 褐色土層 (loYR3μ )ロ ーム粒子多く含む。

まるでしまりなし。

標|■ 7]]om

t  ・ IЮ   2P

第 5図 Hl号 住居址実測図

単

]巫

こ

Hl号住居址 (南 より)
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5.カ マ ド掘 り方 6.Hl号 住居l■掘 り方 (南 より)

住居址の規模は36m(南北)× 3.2mを 測 り、南北に長いがほぼ方形を呈する。床面は北東地点

で一部確認されわずかに締まりがみられた。床土はロームブロックを含む黒褐色土を入れ込んで

ある。掘 り方は北西隅が深 く掘 り込まれる。東壁下には土坑状の掘 り込みがあり、長さ25m×

幅05m深 さ15cmの 長楕円形の落ち込みが検出された。また、生活面で柱穴は見あたらず、掘 り

方で東壁カマ ドの西に床下ピツトがあった。円形で径28釧深さ32cmを 汲1る 。

住居址覆土は黒褐色土層である。

カマ ドは削平され原形を残 していないが、わずかに粘土 と焼土がみられた。掘 り方で幅50cm

奥行き33clllの範囲に落ち込みがみ島れた。

遺物

9片の小破片がある。古墳時代の土師器の外面削 り→ ミガキ調整の椀か鉢片 2、 糸切 り後削り

調整のみられる平安時代初め頃の鉢ないしは杯の破片 1、 いずれも内面はミガキ黒色処理してあ

る。平安時代後葉の土師質の胎土の細かいロクロ調整の杯ないし小皿片 4、 不明 1である。

Dlと 重複 しており、検出時には新旧がつかめなくDlの土器も混入して処理 した。Dl号土

坑からも同期の土器が出土 しており、判断に困るところであるが、土師質で粉末質の細かい胎土

の小皿片の年代をこの住居の時期とし、平安時代後葉とする。

-7-



2)H2号 住 居 址

調査区南側のHl号住居址のすぐ北、Bい -8グ リットにある。住居址の西半域が調査区外の

ため調査できなかった。遺構検出面は全体層序Ⅳ・V層である。南東でD2を 切っている。壁残

高は23cmを 測 り、良好な状態である。ただ果樹を植えたであろう穴の攪乱が 3カ 所あり、床面ま

で壊されている。カマ ドは北壁中央にあり、主軸方位はN-33° ―Wである。

機 :

H2号住居址 (東 より)
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8.H2号 住居址 (南 より)
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5黒 褐色土層 (10YR2/2)ヽ 5mm大 のパ ミス含む ローノ、粒 子含も

6暗褐色土層 (7 5YR3ハ )焼t 灰層 ,

7赤 掲色土層 ("R4′8)焼 Ji層 .

8黒褐色上層 (loYR2/3)し まりな し` 
●―ム粒子.ヽ 3inin大 黒色

土プロ ック含む

9暗 褐色 li層 (10YR3μ )ロ ームlt i含 む .

10黒褐色土唇 (10YR2β)柱痕。 しまりな し、ローム粒子 含む.

11暗 褐色土層 (10YR3/3)ロ ーム粒子多 く含む

12黒褐色上層 (10YR2/2)パ ミス ロー′、含む.

13黒 褐色土層 (10YR32)ロ ーム パ ミス多く含む。

14暗褐色 L層 (10YR3β )貼 り床.し ま り非常にあ り、ローノ、ブ

ロ ック多 く入る

15黄褐色 11層 (10YR576,ロ ーユ、主体=し まりなし

H2号住居力L実測図

燻
円標 i73]ス 1ヽ

H2土層説明

1黒色土層 (10YR2β ) 5ヽcln大 のパ ミス含む.

ロー′、粒子含む.

2黒 色土層 110YR1 771)｀ 5cnl大 のパ ミス多量に含む,

ロー′、粒
「

含む.

3暗褐色土層 (10YR2/3)ロ ームfr子多 く含む.

4褐 色土層 (10YR414) ロー′、主体 .

第 6図

9.H2号 住居址掘 り方 (南 より)
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第 7図H2号住居址

カマ ド実測図

10.カ マ ド (南 より) 11.カ マ ド掘 り方 (南 より)

住居址の大きさは27m(南北)× 3.Om(推定)を 測 り、やや東西に長いが方形を呈する。覆

土は黒色土と、壁際は暗褐色土が堆積していた。床下にはロームブロックを含む暗褐色土を入れ、

床面は非常によく締まっていた。掘 り方は床面から20cmほ ど全体に下がる。住居址中央付近P9

は貼 り床されていた。

柱穴は主柱穴の柱痕が検出された。Pl(円形、径24cm深 さ12cm)・ P2(円形、径19cm深 さ24

cm)の 2個が東側で検出された。貯蔵穴であろうか南東隅にはP3(不整円形、径42cm深 さ24cm)

がある。また、壁中には径20cm強 の円形の壁柱穴がP4～ P8の 5個見つかっている。

カマ ドは北壁中央にあるが、西佃lは区域外で掘れなかった。そのため断面に煙道の痕跡が観察

でき、カマ ドの袖芯材 と煙道の側壁が残っていた。カマ ドの袖は軽石を芯に黒褐色土で覆ったも

のと思われ、粘土はみられなかった。幅40cm(推 定)奥行き120cmを 測る。比較的なだらかな傾

斜の煙道である。使用状態では残っていなかったが煙道部には武蔵型甕を逆位に重ねて煙道に利

用したらしく、底部を抜いた甕がカマ ド内から多く出土 している。

す
一一　
事

〓一
一一
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遺物

土器類では須恵器の長頸壷口縁部片 。杯 。杯蓋片、土師器椀 。杯 。武蔵型甕・ロクロ小甕が出

土 した。鉄製品では刀子がある。

須恵器の実測個体は杯で 3個体ある。焼成が軟質で、底部回転糸切 りのままのものである。 1

は「長」の字が墨書される。

土師器の椀は口縁部まで復元できるものはなく、高台部を貼り付け、内面はミガキ、黒色処理

されるものである。

土師器甕はロクロ調整の小甕をのぞいて、いずれも武蔵型甕である。 8個体まで確認できた。

口縁部形態が「コ」字形を呈するものが主体である。

鉄製の刀子は完存し全長22.3cm幅 1.3cmを 測る。刃部が使い込まれ、凹状になっている。

これらより、この住居址は九世紀後半に位置づけられよう。

＼
＼

渾並ノ
//15

/灌
≡

平

≡ ス
(12

｀
き 5

長`【こIE言][「ラフ′1

第 8図  H2号 住居址遺物分布図
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※遺物の縮尺は1:8
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10cm
※遺物写真は約:

第 9 ⅨI H2号住居址出上遺物実測図 (1)
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※遺物写真は約:

o   (1:4)  10Cm

第10図 H2号 住居址出土遺物実測図 (2)
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3)Fl号 掘立柱建物 blL

調査区中央のBう -6グ リットにあり、東側は調査区外で検出できなかった。南北416cmを 測る

側柱式の東西棟であろう。主軸方位はN-30° ―Wを測る。柱穴は径32～ 46cmの 円形を呈 し、柱痕

が観察された。

遺物はPlか ら軟質須恵器杯の破片、P4か らは武蔵甕のやや厚手の胴部片が出土 している。

IV3

査

区

クト 標高733701n

(1:80)

Fl土 層説明

1.黒褐色土層 (loYR2/2)黄褐色 ローム粒子含む。 しまりな し。

2黒 褐色土層 (loYR2β)浅黄色 ローム (やや粘性あ り)含む。

3褐 色土層 (loYR4/4)ロ ームブロック2～3mm大多量 に含む。

4に ぶい黄橙色土層 (10YR6/4)浅黄色 ロームブロック含む。

第11図

4)F2号 掘立柱建物 tlL

Fl号掘立柱建物址実測図

Ｒ
　
”

調 査 区 外

F2土層説明

1黒褐色土層 (loYR2/2)柱痕。 しま りな し。 ローム粒子含む。

2黒色土層 (loYR1 7/1)ロ ーム粒子含む。

3黄 褐色土層 (loYR5/6)わ ずかに黒色土粒子含 む。ローム主体。

標高734 50nl

o     (|:80)     2m

第12図  F2号 掘立柱建物址実測図
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Plpl査 区の北東 Bう -1グ リットにある。南 と北は調査区外で南北の規模はわからない。東西

432cmを 測る南北棟で、柱穴は径49～ 54cmの 円形であ り、わずかに柱痕が観察 された。 iI軸方位

はN-61° 一Wで西に振れている。遺物は出土 していない。

12.Fl号掘立柱建物址 (北 より) 13.F2号掘立柱建物址 (東 より)

5)土 坑

Dl号土坑 調査区南にあり、Hl号住居力Lの北東を切っている。長径264cm短径68cmの 長楕円

形を呈する。深さ24cmで 底面は平 らである。遺物は土器片とノ]子が出土している。胎土が粉末質

で上師質の皿口縁部片と鉄製刀子刃部の破片が出土している。平安時代後葉の時期があてられる。

D2号土坑 調査IXtt H l・ H2号住居l■の間にあり両者にきられる。わずかに残り、東西で72

cm深 さ32cmを測る。遺物は出上 していない。

餡 頷
第 13口 ID l・ D2

⑪

号土坑実測図

Ａ

一　

　

Ａ

一 2瘍
Dl L層 ][明

1 にぶい黄褐色上層 (10YR574'ロ ー′、粒
「

多量に含む.

パ ミスl cin-3cnl大 含む.

2褐 色十層 (10YR4 6)口 ~ム 主体.,黒 色土粒子含む.

D2t層説明

l 黒褐色土層 (10YR2/3)ロ ー′ヽ l‐ 1ヽ 5n〕 m大パ ミス含む

2に ぶい黄褐色」i層 {10YR473)黒 色■含t.

3褐 色土層 (10YR4″ )ロ ー′、主体 .

15.D
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14.Dl号土坑 (南 より) 2号上坑 (南 より)



6.単独 ピッ ト

調査区から21個の単独ピットが検出されている。遺構確認面を下げ過ぎてあるため、上部が

削除され、掘立柱建物址に組めたものもあるかもしれない。

第 1表 単独ピットー覧表

まとめ

集落のわずかな調査ではあるが、試掘調査を含め集落の全体像復元の一資料を加えることがで

きた。平安時代の9世紀後半から12世紀の遺構が検出された。周辺でも多く検出されており、集

落がどのように展開してきたか今後解明してみたいところである。

調査に関係した皆様に対して、調査を無事終了し、報告書を刊行できたことに感謝いたします。

ありがとうございました。

参考文献1993佐久市教育委員会『上芝宮』

1993佐久市教育委員会『南中原・南下中原遺跡』 。1995『南下中原II』

土早
Ｖ一弔

番 号 出土位置
規 模 (cm)

形 態 覆 土
長径 ×短径 ×深さ

42× 27× 42 楕 円 形 1.褐色土層 (10YR4/4)2.褐色土層 (10YR4/6)

Bう 2 48× 43× 23 円 形 1.黒褐色土層 (10YR2/2)2.褐灰色土層 (10YR5/1)

Bう 2 43× 38× 13 円 形 1.黒褐色土層 (10YR2/2)2.褐色土層 (10YR4/6)

P4 Bう 3 43× 41× 175 円 形 1.黒褐色土層 (10YR2/2)2.褐色土層 (10YR4/6)

Bえ 2 16× 15× 10 円 形 1.黒褐色土層 (10YR2/2)2褐色土層 (10YR4/6)

Bえ 2 42× 34× 13 楕 円 形 1黒褐色土層 (10YR2/2)2褐色土層 (10YR4/6)

Bえ 2 31× 28× 9 円 形 1黒褐色土層 (10YR2/2)2.褐色土層 (10YR4/6)

Bお 2 34× 28× 115 円 形 1.黒褐色土層 (10YR2/2)2褐色土層 (10YR4/6)

Bお 2 28× 26× 10 円 形 1.黒 褐色土層 (10YR2/2)2褐色土層 (10YR4/6)

Bお 1 59× 37× 11 楕 円 形 1黒褐色土層 (10YR2/_3)2.黒褐色土層 (10YR2/2)

Bお 1 60× 41× 26 楕 円 形 1黒褐色土層 (10YR3/2)2.黒褐色土層 (loYR2/2)

Bお 1 47× 39× 22 不整楕円形 1.黒 褐色土層 (10YR2/1)

Bお 1 24× 24× 7 円 形 1黒褐色土層 (10YR2/2)

えヽ 42× 31× 17 楕 円 形 1.黒褐色土層 (10YRl.7/1)

Bえ4 45× 37× 9 楕 円 形 1.黒 褐色土層 (10YR2/2)2褐色土層 (10YR4/4)

P17 えヽ 32× 25× 17 楕 円 形 1.黒色土層 (10YRl.7/1)2.暗 褐色土層 (10YR3/4)

Bう 6 30× 22× 16 楕 円 形 l黒褐色土層 (10YR2/3)2褐色土層 (10YR4/4)

ゝ
え 38× 34× 26 円 形 l.黒色土層 (10YRl.7/1)2褐 色土層 (7.5YR4/4)

P20 Aお 10 23× 21× 13 円 形

Aお 10 34× 28× 6 円 形 1.黒褐色土層 (10YR2/3)2.褐色土層 (10YR4/4)

P22 Bi 10 38× (30)× 17 円 形 1.黒色土層 (10YR1 7/1)2.黒 褐色土層 (10YR2/2)
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第 2表 H2号住居址出土土器観察表

※法量は上から口径・器高・底径。( )は推定く >残高

-17-

番 号 器 種
法 量
(Cm)

器形の特徴 調  整 備 考

徳
杯

‐３

４
．

５
．

口縁部直線に近く外傾。
ロクロ横ナデ

底部回転糸切り

3/4残 色調10YR6/6明 黄褐色・6/2灰黄

褐色 胎土まれに粗い砂粒含む (軟質)

墨書土器『長』

須恵

杯

(15.1)

4.5

68

口縁部内湾し外傾。端部外反気味。
ロクロ横ナデ

底部回転糸切り

1/2残  色調2.5YR7/2明赤灰色

胎土まれに粗い砂粒含む

須恵

杯

15.2

45

7.2

内湾気味の口縁Q端部で外に開く
ロクロ横ナデ

底部回転糸切り

完形 色調5Y7/1灰 白色

胎土まれに粗い砂粒含む

9-4 鰤
杯

(164)

(5.3)

(6.8)

大振りの杯。

外面ロクロ横ナデ

内面ミガキ黒色処理

底部回転糸切り

1/4残  色調外面5YR6/6橙 色 内面

7.5YR l.7/1黒 色 胎土ごくまれに粗い

砂粒含 むが級密

鰤
椀

2.1

72

内面ミガキ黒色処理

外面ロクロ横ナデ

底部回転糸切り後貼り付 け高台

底部のみほぼ完存

色調 外面7.5YR7/4に ぶい橙色

胎土 細かい砂粒含む

9-6 獅
椀

20

78

底部が大きυ

内面ミガキ黒色処理

外面ロクロ横ナデ

底部回転糸切り後貼り付 け高台

底部のみほぼ完存 色調夕1面 7 5YR5/6

明褐色 内面5YR5/6明 赤褐色

胎土ごくまれに粗い砂粒含むが級密

土師

甕

(19.0)

く19.8〉
内外面すす付着。

武蔵甕。

外面口縁部横ナデ 胴部ヘラケズリ

内面口縁部横ナデ 胴部ナデ

1/2強 残 色調7.5 YR4/6褐 色 胎土

級密 焼成良好

土師

甕

(2r.2)

<r9.4>
口縁部形「コ」の字形。

武蔵甕。

外面口縁部横ナデ 胴部ヘラケズリ

内面口縁部横ナデ 胴部ベラナデ

下部ナデ

下部欠損の他はほぼ完存 色調7.5YR

6/6橙色 胎土緻密 焼成良好

鰤
甕

(rs.z)

<20.2>

口縁部形「コ」の字形がくずれて

いる。

武蔵甕。

外面口縁部横ナデ 胴部ヘラケズリ

内面口縁部横ナデ 胴部ナデ

下部なし 1/2残  色調5YR4/4に ぶい

赤褐色 胎土級密 焼成良好

鰤
甕

(20.8)

〈16.1〉
口縁部形「コ」の字形。

武蔵甕。

外面口縁部横ナデ 胴部ヘラケズリ

内面口縁部横ナデ 胴部ナデ

口～胴部1/4残  色調10YR6/6明 黄褐色

胎土緻密

蜘
甕

(214)

〈104〉

口縁部形「コ」の字形。

口縁端部内湾。

武蔵甕。

外面 口緑部横ナデ 胴部ヘラケズリ

内面 口緑部横ナデ 1同 部ヘラナデ

口～胴部1/4残  色調7.5YR6/6橙色

胎土級密 焼成良好

土師

甕

(18.6)

く85〉
口縁部形「コ」の字形。

武蔵甕。

外面 口緑部横ナデ 1同部ヘラケズリ

内面 口緑部横ナデ 1同 部ヘラナデ

口～胴部1/4残  色調2 5YR6/6橙色

胎土級密 焼成良好

土師

甕

(19.8)

〈90〉
口縁部形「コ」の字形。

武蔵甕。

外面口縁部横ナデ 胴部ヘラケズリ

内面口縁部横ナデ 月同部ナデ

口～胴部1/4残  色調7.5YR6/6橙色

胎土緻密 焼成良好

鰤
甕

(19.0)

く8.4〉
口縁部形「コ」の字形。

武蔵甕。

外面口縁部横ナデ 胴部ヘラケズリ

内面口縁部横ナデ 胴部ナデ

口～胴部1/4強 残 色調外面7.5YR2/1黒

色 10YR5/4に ぶい黄褐色 内面10YR

5/4に ぶい黄褐色 胎土緻密

土師

甕
く9.5〉

(5.2)

/1ヽ さい底吉5。

武蔵甕。

外面ヘラケズリ 底部ヘラケズリ

内面ナデ

胴～底部1/3残  色調5YR6/4に ぶい橙色

胎土 まれに粗い砂粒含む

10-16
師

甕

土

小
く98〉

(170)

内外面ロクロ横ナデ

底部回転糸切り

胴～底部1/2残  色調7.5YR5/4

にぶい褐色 胎土緻密



16.上芝宮遺跡V地区付近航空写真 (協同測量社撮影199512撮 影)
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